
はじめに

山口大学共通教育において，過去 年間で

中国語履修者数は倍増し（入学定員はほぼ

定），全クラス数も から クラスへと拡大

している。しかしながら授業を担当する専任

教員数はほとんど変化が無く，もっぱら非常

勤講師増にたよって教育を運営してきた。教

える側の方法論や哲学，重点の置き方が異な

り，特に使用するテキストは教員任せであっ

たため，どうしても到達レベルに格差が生じ

てしまう。また同 科目間の到達度の差があ

りながら，相対評価をするため，同じ合格点

でも評価は不均衡になってしまう弊害がでて

しまう。

共通教育がこのようであるため，学部で履

修する専門中国語での語学運用能力の向上が

なかなか図れない状況であった。学部開設中

国語科目でレベルの異なった学生を指導する

ことは，共通教育の内容を再履修させながら，

方で語学運用能力を高めなければならず，

到底，所期の到達目標に届かない

そこで，統 シラバス，統 評価基準，何

よりそれらを実現するために，まずテキスト

の統 が図らなければならない。しかし本学

の共通教育初習外国語としての中国語教育に

適合した教材はなかなか見つからなかった。

そのため，自ら開発することの必要性を感じ，

検討を開始した。

，テキスト開発の経緯

）コースカリキュラムによる共通教育カリ

キュラム改革

共通教育における中国語教育の問題点を感

じ，統 テキストの開発は喫緊の課題として

必要不可欠と感じたとき，本学の共通教育に

おけるカリキュラム改革が，平成 年から本
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格的に検討し始めた。

その改革の目玉はコースカリキュラムの導

入である。

我々はこれを最大のチャンスとしてとらえ，

教育プログラムの再編，教育目標の統 ，シ

ラバスの統 ，そしてテキストの統 を図る

ことにした。

）これまでの共通教育における初習中国語

教育

教養部時代には，第 外国語として 単位

履修する（人文，経済，教育，理，農学部）

形態をとる学部と，第 外国語として 単位

履修する（人文，経済，理学，農学部）形態

をとる学部があり，単位数は外国語は実技科

目との位置付けから週 回 学期 単位とい

うカウントであった。開設科目には「中国語

（会話）」，「中国語 （読本）」，「中国語

（読本）」，「中国語中級 」，「中国語中級

」があり，当時から 科目は中国人教員，

， 科目は日本人教員が担当した。

年度より，教養部改組後，各学部の教

養教育単位見直しと外国語履修必要単位数を

考慮し，新たに「教養中国語」科目を設け，

週 回 学期 単位とされた。旧来の中級に当

たる部分を語学だけでなく異文化理解をも含

んだ講義を取り入れた科目としたため 単位

となったが，当然，授業時間は半減した。こ

の年に工学部が中国語を選択できるように

なった。

その他は初修外国語各学科（名称は当時の

もの）の総意として，中国語においては「中

国語初級会話」，「中国語初級読本」，「中国語

初級総合」科目を週 回 学期 単位を維持

することとなった。

年 教養部改組にともない共通教育セ

ンターが設置され，科目と単位数はそのまま

継承された。しかし 年，初習外国語に

コース制が導入され，全ての初習外国語科目

は 単位化されたが，週 回履修を残して単

位数を倍にする学部と，週 回授業に減らし

て単数はそのままという学部に分かれた。そ

のため新たに「中国語入門」科目を設置し，

週 回授業に対応した。また新たに医学部保

健学科が中国語を選択できるようになった。

このように初習外国語はこの 数年で履修

単位を減らされつづけたが，中国語において

は受講者数が増大し，開設授業クラス数は

クラスから クラスへと大幅に増えている。

）コースカリキュラムにあった初習外国語

コース体系の設定

そもそもコースカリキュラムとは『予め設

置され「コース」と呼ぶ授業科目グループ群

の中から， つ以上の定められた数のコース

を「修了」することを求める教育カリキュラ

ム』である。

共通教育の語学教育においても，このコー

スという考えに基づいて，教育内容と教育プ

ログラムの再検討が求められる。

文系用コースと理系用コースを分ける

本学は 学部があり，医学部医学科をのぞ

き，ほとんどの学部は学生に第 外国語とし

て，中国語の選択履修科目として指定されて

いる。しかし，学部によって，学生に対する

初習外国語の到達レベルと内容の要求は違い，

理工系の学部は学生の教養としての視野を広

めるために，また国際的な涵養を培うために，

英語以外の外国語を「できれば履修してほし

い」としている。しかも単位数の制限もある

ので，こうなると，当然内容の濃い授業はで

きない。

方，人文学部や，経済学部など 部の文

系学部は，将来的に専門的に中国語を勉強し

なければならないかも知れないし，中国語を

使った仕事に就くかも知れない，そのため，

共通教育段階で，教養としての外国語教育よ

り，むしろ学部専門基礎のような位置づけと

なる（理系基礎科目は理系学部専門基礎の位

置づけと同じような）。
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そのため，初習外国語のコース設定は，従

来の実績と経験を参考し，文系学部向けコー

スと理系学部向けコースを分けることにした。

文系学部向けコースは原則， クラス 人を

基準に，週に コマ授業を年間 単位ワン

セットとした。 方，理系学部向けは原則，

クラス 人を基準に，週に コマ授業年間

単位とした。 単位の授業は「○○語初

級」で， 単位授業は「○○語入門」である。

各コースの定義

入門コース：それぞれの外国語の初歩を学

習するためのコースである。 つの外国語の

入門の授業を週 コマを受講し，前期 単位

及び後期 単位の計 単位を修得し，修了す

るコースである。

基本コース：それぞれの外国語の基礎をひ

ととおり学習するためのコースである。 つ

の外国語の初級の授業を週 コマを受講し，

前期 単位及び後期 単位の計 単位を修得

し，修了するコースである。

発展コース：それぞれの外国語の基礎をひ

ととおり学習するだけではなく，さらにその

外国語の運用能力を発展学習するためのコー

スである。 つの外国語の初級の授業を週

コマを受講し，前期 単位及び後期 単位の

計 単位を修得して，さらに当該コースの他

の授業を 単位以上を修得し，修了するコー

スである。

なお，入門コースは基本的に理系学部向け

の授業で，基本コースは文系学部向けの授業

である。発展コースは基本コースを履修した

学生向けである。

コースの実施プランを具体化する

初習外国語分科会（当時は部会）において，

様々な議論を経て，上述のコース分けの基本

合意が得られた。しかし具体化の過程で，そ

れぞれの言語の特別な事情があり，統 する

ことは難しい状況になった。そこで，各語学

は基本コース構造の下，各自の事情にあった

目標設定や，授業形態の設定を可能にした。

ここでは中国語コースの実施プランを中心

に述べることに留める。

「中国語入門」は週 コマ授業で前期 単

位，後期 単位の 単位修得で完了とする。

授業内容は中国語の基礎の基礎で，発音の基

礎と簡単な日常会話と基本文法の修得である。

「中国語初級」は他の言語と同じ，週 コ

マ，「中国語初級 」と「中国語初級 」に

分けられた。ただし，中国語コミュニケー

ション重視の授業を実現するため，「中国語

初級 」を文法と表現中心に，「中国語初級

」を会話中心に授業内容を細分し，「 」

と「 」をセット授業とした。さらに授業担

当者も工夫した。説明を多く要求する「 」

の授業を原則日本人教師に担当させ，会話を

中心とした「 」の授業を中国語ネイティブ

教員に担当することにした。

受講者は「 」の授業で伝統的な文法中心

の授業と同じように，日本語による中国語の

文法の詳しい説明を受け，文型表現などを修

得する。それから「 」という新設の授業で

ネイティブ教員による会話を集中的に練習す

る。この つの授業を通じて，学習した内容

を確実に身につける。つまり 人の教員によ

る週 回のリレー授業という新たな教育形態

を作ろうとした。

このような教育形態ではリレー授業に相応

しい教材は不可欠であるにもかかわらず，当

時出版された山ほどの中国語教材には適正な

ものがなかった。同じ教育形態を実施してい

る大学は非常に少なかったためである。市販

の教材では文法の進展具合や，会話の分量な

ど，リレー授業としては多くの不具合が生じ

ている。ここでもどうしても自分たちの手で

開発しなければならない現実に直面せざるを

得なかった。

特別経費の後押し

しかし，教材開発は並ならぬ根気と時間な

どを要する。多くの教材が出版された現在，

作るならそれなりの新しさと，特徴がなけれ
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ばならない。教材になるものであるから，作

る側のそれなりの見識と，中国語の涵養もも

ちろん求められる。しかも学習の手本になる

ものだから，ミスのない堅実さが要求される。

様々な理由で，着手するにはそれなりの決断

が必要であった。

そこで追い風になったのは当時あった「学

長裁量経費」の交付であった。

平成 年度， 人の教官による週 回のリ

レー授業という新たな教育形態に適したテキ

スト，視聴覚教材と週 回のみのクラス（中

国語入門）を対象とした平易な入門テキスト

を開発するプロジェクトが「山口大学教育研

究特別経費 教育改善推進経費」として認め

られ， 万円が交付された。引き続き，平

成 年度「教育研究特別経費 教育改善推進

経費」も認められ， 万円が交付された。こ

の経費で筆者 人と当時外国人講師の田梅

（現外国語センター教授） 人がチームを結

成し，開発に着手した。

）基本プランの策定

教材開発には基本プロセスと骨子の確定が

必要であった。

人での多くの議論を経て，基本枠を固め

た。

「 」用テキストと「 」用テキスト，

冊を開発すること。

「 」用テキストは文法，文型，表現を

中心に，説明などに重点を置くこと。

「 」用テキストはコミュニケーション

を中心に，会話や，会話を盛り上げるために，

ビデオなどの素材を多く取り入れること。

上述の「教育改善推進経費」でまず中国現

地取材と日本での資料集めを行った。

）ネイティブ発音へのこだわり

日本の初級段階の語学用テキストのほとん

どは，発音部分ではその言葉の本来の発音記

号に，カタカナを付けて発音を表現している

（ 部の辞書までそうなっている）。中国語

のテキストも例外ではない。現在各大学で

使っている初級用テキストの多くは中国語の

発音記号（ピンインという）にカタカナを付

けている。しかし他の言語の場合は別として，

中国語の発音は日本語の発音より格段に複雑

で難しい，カタカナで表記するのはとても無

理がある。そのカタカナで学習すると，中国

語の正しい発音は永遠に習得できない。

本テキストは，最初から正しい発音を追求

し，カタカナをいっさい排除した。その代わ

りに，すべての発音記号や会話文などを収録

した を付けた。

，『中国語スタンダード（文型・表現

編）』の特徴と主な内容

）「文型・表現編」の開発経緯について

日本語を母語とする学生に日本語で中国語

を教授するテキストは，簡潔でなければなら

ないと同時に学生が予習，復習しやすいよう

に適度の説明記述も必要であり，ことばの背

景となる文化や社会についてもある程度理解

できる内容にしなければならない。この相反

する命題に，まずこれまでの教授内容の検討

から始めた。これまでの教育で使用したテキ

ストのうち，表現や文法，話題・コラムにつ

いての説明が相当詳しく記述されているもの，

項目タイトルのみでほとんど説明がないもの，

その中間にあるものなどさまざまな先行テキ

ストを参照し，その優れた点，改めたほうが

良いと思われる点等について議論を重ねた。

さらに第 外国語として週 回の授業で教

えるべき内容の分量，文法事項について詳し

く検討した。その結果，

・発音の基礎ができるまで，漢字の視覚に

なるべく頼らせない

・ 語以下の単語量とする

・前後期 回授業で，テキストの教授だけ

でなく，視聴覚教材を使った中国事情の
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紹介，語学留学や検定試験の紹介等が

分可能でゆとりがもてる内容分量とする

・中級の学習につながり得る必要最低限の

文法事項とする

・中国事情を伝えることができる表現や内

容を盛り込む

・学習者が辞書を引くようにするため日本

語訳は基本的に付けない

などを骨子として， 年に試用本を教室で

使用し， 年間かけて発音編の整理，表現，

文型，語句の訂正を行い， 年に語彙索引

を巻末に置き， を付録として正式出版し

た。さらに 年版では使用した教員の意見

を取り入れ若干の内容訂正を行った。

）「文型・表現編」の基本構造

第 課から第 課は発音。第 課から文型

を中心とした部分になる。その構造は

学習事項

各課の冒頭にその課で学習する内容を提示

新出語句

本文に出る新出語句をまとめて提示

文型・表現

テキストの中心部分。体系的な文法現象を

効率よく学ばせるため，会話体単文を中心に

した。

ポイント

ポイントの新出語句をまず理解させ，ポイ

ント各項で最低限の文法説明を記述，例文に

よってさらに表現・文型の理解を進める

練習問題

日本語訳，中国語訳，語順問題，聞き取り

を配した。

新語・流行語

コラム形式で中国の最新流行語を提示した。

）「文型・表現編」の主な特徴

・上述の内容のほか，発音編と第 課，第

課まで漢字を提示せず，「オト」によ

る学習導入を目指した。以前にすべてピ

ンインのテキストを使用した経験がある

が，学生の発音は確かにそれ以前の学生

より格段に上達したが，文の成り立ちや

文法事項の理解が不 分であったり，漢

字とオトを結びつけるのに学生が苦労し

た経緯があり，導入部分のみをピンイン

とした。

・会話体の簡潔な文で基本的な文型と表現

が無理なく理解できることを目指し，会

話 セットから最大でも セットに抑え

た。

・学習者の予習復習の便を考えて文法学習

事項に簡潔な説明をつけた。また例文の

提示も最小限にした。

・最後に「課外課」を配し，構文の学習に

より，中級や読解授業につながるように

した。

・語句索引に最重要語約 語（全語彙の約

％）を提示した。

，『中国語スタンダード・コミュニ

ケーション編』の特徴と主な内容

）『コミュニケーション編』の開発経緯に

ついて

「コミュニケーション編」の開発は「文

型・表現編」の開発がほぼ完了してから始め

られた。何暁毅は基本構成，本文作成，文法

説明，練習パターン作成など主なことを担当

し，斉藤匡史と田梅は他の部分を担当した。

「コミュニケーション編」の基本方針

「コミュニケーション編」は「 」用教材

として，「 」の授業で「文型・表現編」を

通じて，文法を理解でき，文型，基本表現を

習得したことを前提条件として，基本構造を

構築した。つまり，文法説明をできるだけ簡

略し（できれば省略），日本語の使用も極力

減らす（できれば使用しない），中国語会話

をできるだけ増やし，学生になるべく中国語

を使った会話練習をさせることなどを基本方
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針とした。

文法の取り扱いについて

上述のように，この「コミュニケーション

編」は「文型・表現編」の姉妹編で，週 回

の授業でそれぞれ併せて使うことを想定して

いる。「文型・表現編」を使った「 」の授

業で詳しく文法などを説明したことを前提に

している。それならこのテキストでは文法部

分を省略した方がいいではないかと，最初考

えた。しかし「 」の授業でも文法を簡単に

説明したい場合や，すこし説明した方がいい

と思うときに，受講者は毎回「文型・表現

編」テキストを持ってきてもらえるのも不便

と思い，文法を追加することにした。

整合性を考え，文法用語など基本的に「表

現編」に従った。

試用版と正式版の出版

初稿を上梓したのは 年秋，それから幾

度の討議と修正を繰り返し，ようやく翌年の

春に試用版が東京の白帝社によって出版され

た。

その後， 年間の使用を経て，学生と使用

した教員の意見を採り入れ，再修正し，

年 月正式出版された。

）「コミュニケーション編」の基本構造

「コミュニケーション編」は発音部分を含

め，全部で 課によって構成された。発音部

分は「 」の「文型・表現編」より 課が多

く，これは発音をより正確にするためでもあ

るし，文法説明など，「 」の授業は「 」

より 回遅れる必要もあったためであった。

発音部分をのぞき，毎課の基本構造は以下

のようである。

生詞詞組（新出単語）

補充単語含み，新たに出た語句や固有名詞

など。

口語会話（会話）

段に さんと さん 人 往復を基本

に， 段立てとする。

語法説明（文法・文型説明）

できるだけ簡潔明快にした。

課堂練習（授業中ドリル）

補充単語などを使い，多く用意。

死記硬背（丸暗記）

これだけは絶対覚えてもらいたい文。

課外作業（宿題）

どこどこを復習予習，どのようにトレーニ

ングするなどがより具体的にした。

中国万事通（中国あれこれ）

コラム。ページの空白部分に，写真を生か

して，生の現代中国事情を簡潔に記した。

）「コミュニケーション編」の主な特徴

逆の発想で内容を日本の大学生活とした

現在，日本の大学で使われている中国語テ

キストのほとんどは，中国での留学生活や観

光などを内容としている。初めて習う外国語

のテキストとして，その言葉の背景や文化を

も伝えなければならない宿命を背負っている

ため，仕方のないことかもしれない。しかし，

そのようなテキストを使ったコミュニケー

ションを中心とした授業では，学生同士では

とても練習しづらいのも紛れもない事実であ

る。その最大の原因は，学んでいる内容が学

生がほとんど知らない中国のことで，練習に

使える語句が非常に限られていることである。

幸いにも，このテキストの姉妹編「文型・

表現編」は中国のことを中心としていて，文

法の説明とともに，中国の文化や社会事情も

伝えている。そのため，このテキストは実践

的なコミュニケーションをしやすいように，

学生が日常でよく使う言葉を中心に編集する

ことにした。

会話文を充実に

「 」用の「文型・表現編」の本文は単文

であった。様々な文法現象をスタンダードな

ことばで表現するのは，この方法が 番効率

的であった。しかし「コミュニケーション

編」では具体的な活用を考えなければならな
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い。そのため，全部生活のシーンを設定し，

さんと さんの会話で構成された。

年で中国語の文法表現を 通り学ぶので，

毎回の文法現象をたくさん盛り込まなければ

ならない。それらを つのシーンの会話の中

に全部組み込むのは到底無理がある。かと

いって会話が長くなると，初級テキストとし

て適切ではない。会話の充実の必要もあるか

ら，毎課の会話文を 段にし，それぞれ適当

な量の会話文を組み込んだ。

課内練習の充実

時間半の授業中に，同じシーンの会話ば

かりを練習するのも飽きやすい。そのため，

授業中に練習できるように，文法の具体例説

明のあとに，挿絵付きの多くのパターンドリ

ルを用意した。しかも全部 人で聞き答えで

きる形式にした。学生が隣同士で実際にそれ

らの練習パターンで会話練習ができる。

暗記部分の追加

筆者の経験をふまえ，外国語を学ぶとき，

暗記することはとても効果的だと考える。そ

こで，このテキストは本文の中に出た特に使

用頻度の高い言葉，覚えれば必ず役に立つ言

葉を集め，暗記部分を設け，学生に最低限こ

れだけを丸暗記させるようにした。教える教

員にもできればこれらを毎回の小テストに出

題して，暗記させる工夫をするようにとお願

いした。

課外練習の重視

外国語の勉強は時間，根気との戦いである。

とにかく毎日時間を作って，特に声を出して

朗読すること，そして予習復習をしなければ

ならない。予習しなければ授業についていけ

ないし，また，復習しなければ勉強したもの

は身につけられない。そのため，宿題も工夫

した。普通よくある何かを訳して，何かを作

文するようなものだけではなく，必ず具体的

に，来週の授業のために，最低限何を復習し，

何を予習すべきかなどを指示した。

，『中国語スタンダード』の「文型・

表現編」と「コミュニケーション

編」の内容比較

それでは，週 コマリレー授業方式のため

に開発された『中国語スタンダード 文型・

表現編』と『コミュニケーション編』の内容

は具体的にどのようなものか，表 にまとめ

た（次頁参照）。

「 」用の「文型・表現編」と「 」用の

「コミュニケーション編」の内容は，微妙に

ずれていることを分かると思う。これはつま

り「 」は先行授業として文法の説明，文

型・表現の練習などをして，「 」ではほと

んど説明をせずに，集中的に練習できるよう

に配慮したものであった。

，「語句索引」作成に当たって

）日本語の取り扱いについて

学習者の便のために，語学のテキストでは

ほとんどそのテキストで使用した語句の索引

がある。本テキストも語学学習用テキストと

して，語句索引を作成する必要がある。しか

しどのような索引がよいか，検討を重ねた。

般的なテキストの語句索引は，発音順に，

原文の語句，その語句の発音，その語句の日

本語の意味，その語句の初出ページなどに

よって構成される。本テキスト当初もこの形

で作成しようとした。しかしメンバーの長い

教育経験及び語学の習得体験から得た結論で

は，外国語の習得には辞書の使用など，学習

者が自ら調べ，思考し，記憶することは不可

欠である。しかし索引に日本語の解釈があれ

ば，学習者はそれでほとんど用が足りるから，

辞書を使う必要がなくなる。そこで検討した

結果，語句索引の作成に当たっては，学習者

には便利な 方で学習の妨げになると判断し，

日本語注釈を省略した。新出語句部分も日本

語の訳がないから，本テキストだけを見ると，

初習中国語用共通教材開発の試み
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中国語の語句の日本語意味がどこもない。復

習予習するために，学習者は自ずと自分で辞

書を使って調べなければならない。その過程

は語学の習得には貴重な勉強時間となると考

えた。

この考え方は「文型・表現編」と「コミュ

ニケーション編」両方に共通した方針として，

それぞれの語句索引に生かした。

）実際に使用して

この方針は最初少し不安があった。つまり

学生に素直に受け入れてもらえるのか，日本

語訳がないから不便で不満が噴出しないか。

しかし実際に使用してみると，ほとんど不満

が聞こえなかった。むしろ日本語の意味を調

べなければならないから，これをきっかけに

辞書を買うつもりがなかった人まで，辞書を

買って使い始めた。実際学生の辞書保有率と

使用率は以前より飛躍的に高くなった。筆者

のクラスでは 割以上の学生は電子辞書か

ペーパの辞書か，何らかの中国語の辞書を所

有している。授業中に問題を出すと，ほとん

どの学生はすぐテキストと辞書を交互に参照

しながら作文や会話練習するようになった。

，今後の課題

）山口大学共通教育中国語教育の現状

コースカリキュラム実施をきっかけに，本

学の共通教育における中国語教育では，他の

中国語担当教員の協力を仰ぎ，使用するテキ

ストとシラバス，つまり教授内容，進度，評

価基準を原則統 した。

「中国語入門 ・ 」では未だ市販のテキ

ストを使っているが，「中国語初級」の「 」

「 」両方，自前のテキストを使えるように

なった。「 」は日本人教員が教えていて，

「 」は中国人教員が教えている。「入門」

クラスは 人を原則としているが，ほとんど

オーバーしている。「初級」クラスは定員

人もほとんどオーバーしている。

）共通教育としての中国語教育の問題点

進度のバラツキ

統 シラバスでは教授内容，進度，評価基

準を全部決めているが，実際の授業は教員自

身に任せているため，進度のバラツキが生じ

ている。そして理想としている「 」が先行

し，「 」が後を追うという形になかなかう

まくなっていない。

評価のバラツキ

シラバスにより，評価基準を統 にしてい

るが， 本化するために，受講者全員（ 科

目，約 名×主要 科目）が 同に会して試

験を受けることは不可能であるため，試験は

原則各授業，各教員が個別に出題して実施し

ているので，様々な要因で成績の判定は客観

的とは言い難い。

視聴覚教材の使用に関するジレンマ

最初の計画では「 」の授業に 分の の

時間に最新のビデオなどによる中国事情紹介

や，会話練習などでは原則中国語を使うなど

があった。しかし実際ビデオを作成する資金

も，時間もないので，計画していたテキスト

連動型の視聴覚教材ができなかった。そして

実際に授業をしてみて，そもそも練習だけが

精 杯で，他のものを見る時間的な余裕があ

まりない。そして現在「 」を教えているネ

イティブの教員のほとんどは日本語ができる

ので，授業中はどうしても日本語を多く使っ

てしまう傾向もある。

）喫緊な課題

こうした状況を改革するために，喫緊な課

題として

・クラスを増やすなどの措置で定員オー

バー問題を解決。

・教育方針などを周知するための非常勤教

員を含めた分科会内の の実施。

・本学で使用しているテキストそのものと，
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それに準拠した音声教材，自習教材，練

習問題がいつでもどこでも 上から

使用できる システムの構築。

・同 科目ごとの定期試験外評価テストの

展開

・同 科目定期試験の同時受験の可能性の

研究

・「中国語教室」 の立ち上げと学習

情報，留学，語学研修情報の提供

・ 上で中国事情理解のための各種コ

ンテンツ，ツールの提供をめざす。

などが考えられる。

）将来への展望

山口大学の学生のレベルやカリキュラムに

適合した， 教材の開発 評価システム

による達成度の客観化，評価基準の統 が図

られる。

初習外国語は大学から始めるため， 年次

の共通教育における達成度を外部認定試験導

入して測るまでのレベルにはなく，学生がそ

のコストを進んで負担する意味は非常に少な

い。本学の教育実情にあった

教材，評価システムを構築し， 上のレ

ベル試験実施などは，学生に経済的負担を求

めず，外部認定試験に代替できる。

また「中国語教室」 の立ち上げによ

り学習情報，留学，語学研修情報などのサー

ビス提供が可能にする。さらにデジタル化さ

れた映像，画像教材の配信，中国語学習コン

テンツや中国関連サイトの紹介によって，学

生の中国事情理解が格段に進むであろうし，

資料プリントなども 上で全受講者に配

布することが可能にする。しかも公式な

チャットやメッセンジャーを利用した，国内

他大学の中国語教室との交流も可能になるし，

学生のこの「中国語教室 サイト」の利

用が，中国と中国語情報への窓口となる。

将来的には，このシステム利用を視野に入

れた，統 試験の可能性が高まるであろうし，

受講者全員の到達度が客観的に測れるように

なるものと想像する。

終わりに

語学テキストの作成は苦労の割に，達成感

が少ない。

まずテキストなので，それなりの見識及び

学問的なレベルがなければならない。間違い

があれば天下の笑い物になることがあっても，

同情されることがまずない。

そして学習の手本となるので，ミスが許さ

れない。

何より山ほどある中国語テキストの中で，

どうやって存在価値を示すか。学生の学習レ

ベルに適合するか，教育目標に達成できるか，

授業方式に適合できるか，教えやすいか，学

習意欲を引き出せるのか・・・

苦労して，テキストは完成できた。だから

といって，達成感で 杯とはいかなかった。

むしろ不安が大きかったからだ。使用に耐え

られるのか，当初の目標をクリアできたか，

ミスはなかったか・・・

悩みは続く，だから挑戦も続かなければな

らない。

（大学教育センター 助教授）

（経済学部 教授）
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付録

，「中国語スタンダード・コミュニケーション編」前書き

このテキストは『スタンダード中国語（文型・表現編）』（以下「表現編」）の姉妹編です。週

回の授業でそれぞれ併せて使うことを想定しています。文法用語など基本的に「表現編」に

従っていますが，まれに不 致があるかもしれません。

現在，大学で使われている中国語テキストのほとんどは，中国での留学生活や観光などを内容

としています。初めて習う外国語のテキストとして，その言葉の背景や文化をも伝えなければな

らない宿命を背負っているため，仕方のないことでしょう。しかし，そのようなテキストを使っ

たコミュニケーションを中心とした授業では，学生どうしではとても練習しづらいのです。その

最大の原因は，勉強している内容が皆さんがほとんど知らない中国のことで，練習に使える語句

が非常に限られていることです。

幸いにも，このテキストの姉妹編「表現編」は中国のことを中心としていて，文法の説明とと

もに，中国の文化や社会事情も伝えています。そのため，このテキストは実践的なコミュニケー

ションをしやすいように，学生の皆さんが日常でよく使う言葉を中心に編集することができまし

た。

より効果的に使っていただくために，以下のことを参考になさってください。

・外国語の勉強は時間，根性との戦いです。とにかく毎日時間を作って勉強しましょう。特に

声を出して朗読することをぜひ行ってください。

・予習復習は欠かせません。予習しなければ授業についていけません。予習として，必ず【新

出語句】を覚えてください。また，復習しなければ勉強したものは身につけられません。復

習は文法を含めて，習った言葉をよく練習してください。

・最低限，“死記硬背”（暗記しよう）の部分を暗記してください。この部分は特に使用頻度の

高い言葉なので，覚えれば必ず役に立ちます。

コミュニケーションの授業なので，とにかく話しましょう。もちろん中国語で，隣の方とよく

練習してください。機会があれば，学校の中国人留学生と交流し，勇気を出して中国語を使いま

しょう。きっと新たな感動を覚えます。
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，中国語初級 統 シラバス

開設科目名 中国語初級 単 位 数 単位 担当教官

開 設 期 年生 前期 開 設 時 限 授業区分 講義

対 象 学 生 備 考

授業の概要

年来の改革開放政策により社会が激変した中国， 加入により世界に窓を開いた中国， 世
界第 位の経済大国，「世界の工場」と呼ばれる中国は， 世紀中葉，世界第 位 を有する国にな

るとみられる中国は，アジアと世界にどのような影響を与えていくのだろうか。中国から発信される情

報を受けとめ，膨大なネットワークにアクセスするには中国語の学習が必要である。
中国語は発音とアクセントに特徴ある言葉で，入門期には多くの時間をこの習得にかけなければならない。

しかし文法は簡潔であり，表現，文型の学習を積み重ねるうちに自然とことばの法則が見えて来る。中

国語の学習がアジア社会に目を向ける窓口となることを願う。
授業の 般目標

中国語の発音とアクセントを正確に修得し，入門期に必要な中国語運用能力を養成する。あわせて中国

理解を深める。
授業の到達目標

知識・理解の観点：中国語の発音とアクセントを習得し，初歩的な表現形式を理解・運用できる。

関心・意欲の観点：中国事情に関心を持ち，積極的理解に努めることができる。
態度の観点：授業外学習や，授業に積極的に参加する。

技能・表現の観点：基本文法を理解し，正確な発音と簡単な会話ができる。

授業計画【概要・授業の目標（予定）】

前半は発音を中心に学習し，初歩的な文法をも習得する。

成績評価方法（総合）

定期試験（中間試験と期末試験）や，小テスト／授業内レポート ，宿題／授業外レポート，授業態度や
授業への参加度などによる総合評価 出席が ／ に満たない者は，定期試験を受けられない

成績評価方法（観点別）

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合（ ） 収集資料

定期試験（中間・期末試験） ◎ ○ ◎ ％ ○

小テスト・授業内レポート ○ ◎ ○ ○ ％ ○

宿題・授業外レポート 評価に加えず

授業態度・授業への参加度 ◎ ◎ ％

受講者の発表（プレゼン）・授業内での制作作品 評価に加えず

演習 評価に加えず

出席 欠格条件 ○

その他 評価に加えず

合 計 ％ ％

教 科 書
「中国語スタンダード（文型・表現編）」 齊藤匡史，何暁毅，田梅 白帝社 年
教科書備考：販売：文栄堂山大前店

参 考 書 参考書備考：辞書などガイダンス時に指示する。

メッセージ

・初回授業で定員を上回る場合，抽選を行うので必ず出席すること。抽選後の履修は認めない。

・後期からの履修変更は認めない。後期開設科目に注意して履修すること。
・全てのクラス抽選にもれた学生を対象に後日，履修相談をおこなうので掲示に注意すること。

なお，シラバスはすべて予定であること。学習状況により調整することがある。

キーワード 中国語 初級

開設科目名 単 位 数 担当教官

開 設 期 開 設 時 限 授業区分

対 象 学 生 備 考

授業計画【概要・授業の目標（予定）】

成績評価方法（総合）

成績評価方法（観点別）

教 科 書

参 考 書

メッセージ

キーワード



大学教育 第 号（ ）

，中国語初級 統 シラバス

開設科目名 中国語初級 単 位 数 単位 担当教官

開 設 期 年生 前期 開 設 時 限 授業区分 講義

対 象 学 生 備 考

授業の概要

この授業は「中国語初級 」とあわせて受講するものである。「 」科目は，中国人教官の指導
による授業である。この授業ではより多く中国語による指導が行われる。

授業の 般目標
発音練習と表現学習を積み重ね，中国語の発音，アクセント，基本的な表現を習得し，簡単な日常会話

が可能な程度の中国語コミュニケーション能力の養成を目指す。また中国事情や中国文化の紹介を通じ，

発展著しい中国の現状を認識，理解してもらいたい。

授業の到達目標

知識・理解の観点：基本文法の応用および理解，基本会話の理解と応用ができる。
関心・意欲の観点：中国語，中国文化に関心を持つ。

態度の観点：出席を重視し，小テストや，授業中の練習など積極的に参加する。

技能・表現の観点：中国語の発音や，基本文法を習得し，簡単な会話ができる。

授業計画【概要・授業の目標（予定）】

発音を中心に，簡単な会話練習を行う。

成績評価方法（総合）

出席や，期末試験，授業の参加度，小テストなどによる総合評価

成績評価方法（観点別）

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合（ ） 収集資料

定期試験（中間・期末試験） ◎ ○ ◎ ％

小テスト・授業内レポート ○ ◎ ◎ ○ ％

宿題・授業外レポート 評価に加えず

授業態度・授業への参加度 ○ ○ ％

受講者の発表（プレゼン）・授業内での制作作品 評価に加えず

演習 評価に加えず

出席 欠格条件

その他 評価に加えず

合 計 ％ ％

関 連 科 目 中国語初級

教 科 書
「中国語スタンダード（コミュニケーション編）」 何暁毅 ほか 白帝社 年

教科書備考：販売：文栄堂山大前店

参 考 書 参考書備考：辞書を用意すること。辞書は授業中に紹介する。

メッセージ

毎回出席すること。声を出して発声すること。授業外の復習予習は大事。繰り返し練習は上達の秘訣。

・初回授業で定員を上回る場合，抽選を行うので必ず出席すること。抽選後の履修は認めない。
・後期からの履修変更は認めない。後期開設科目に注意して履修すること。

・全てのクラス抽選にもれた学生を対象に後日，履修相談をおこなうので掲示に注意すること。

なお，シラバスはすべて予定であること。学習状況により調整することがある。

キーワード 中国語 初級

開設科目名 単 位 数 担当教官

開 設 期 開 設 時 限 授業区分

対 象 学 生 備 考

授業計画【概要・授業の目標（予定）】

成績評価方法（総合）

成績評価方法（観点別）

関 連 科 目

教 科 書

参 考 書

メッセージ

キーワード



初習中国語用共通教材開発の試み

，中国語初級 統 シラバス

開設科目名 中国語初級 単 位 数 単位 担当教官

開 設 期 年生 後期 開 設 時 限 授業区分 講義

対 象 学 生 備 考

授業の概要

前期に引き続き，テキストに沿って入門期に必要な学習を進め，同時にさらに中国理解を深める。

授業の 般目標

・中国語の基本文型を学習し，中国語運用能力を高める。
・中国事情を理解し，単なることばの習得だけに終わらないにようにする。

授業の到達目標
知識・理解の観点：系統的に中国語の基本文法を把握し，基礎的なコミュニケーション能力を養成

する。

関心・意欲の観点：中国語，中国文化，中国社会に強い関心を持つことができる。
態度の観点：積極的に授業に参加でき，会話練習などを進んで行う。

技能・表現の観点：基本文法を習得し，基礎的会話能力を備え，簡単なコミュニケーションがとれる。

授業計画【概要・授業の目標（予定）】

引き続き基本文型・表現の習得と基礎的会話の練習を行う。

成績評価方法（総合）

定期試験と小テスト，受講態度などによる総合評価

成績評価方法（観点別）

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合（ ） 収集資料

定期試験（中間・期末試験） ◎ ◎ ％ ○

小テスト・授業内レポート ○ ○ ○ ○ ％ ○

宿題・授業外レポート 評価に加えず

授業態度・授業への参加度 ◎ ◎ ％

受講者の発表（プレゼン）・授業内での制作作品 評価に加えず

演習 評価に加えず

出席 欠格条件

その他 評価に加えず

合 計 ％ ％

関 連 科 目 中国語初級

教 科 書 中国語スタンダード（文型・表現編） 斉藤匡史，何暁毅，田梅，白帝社， 年

参 考 書

キーワード 中国語 初級

開設科目名 単 位 数 担当教官

開 設 期 開 設 時 限 授業区分

対 象 学 生 備 考

授業計画【概要・授業の目標（予定）】

成績評価方法（総合）

成績評価方法（観点別）

関 連 科 目

教 科 書

参 考 書

キーワード



大学教育 第 号（ ）

，中国語初級 統 シラバス

開設科目名 中国語初級 単 位 数 単位 担当教官

開 設 期 年生 後期 開 設 時 限 授業区分 講義

対 象 学 生 備 考

授業の概要

前期に引き続き，テキストの沿って中国語の基本的な表現に習熟し，あわせて中国文化，中国事情の理
解に努める。

授業の 般目標
初級段階で必要な表現を学習し，ことばの運用能力の向上を図る。

授業の到達目標
知識・理解の観点：初歩的なコミュニケーション能力を備える。

関心・意欲の観点：中国語，中国文化，中国社会に強い関心を持つことができる。

態度の観点：積極的に会話練習に関わり，コミュニケーション能力を高める努力をする。
技能・表現の観点：中国語による初歩的なコミュニケーション能力を習得し，運用できる。

授業計画【概要・授業の目標（予定）】

前期に引き続き，ピンインや発音を練習しながら，コミュニケーション能力の向上に重点を置く。

成績評価方法（総合）

定期試験，授業内小テスト，受講態度による総合評価

成績評価方法（観点別）

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合（ ） 収集資料

定期試験（中間・期末試験） ◎ ◎ ％

小テスト・授業内レポート ○ ○ ○ ○ ％

宿題・授業外レポート 評価に加えず

授業態度・授業への参加度 ◎ ◎ ％

受講者の発表（プレゼン）・授業内での制作作品 評価に加えず

演習 評価に加えず

出席 欠格条件

その他 評価に加えず

合 計 ％ ％

関 連 科 目 中国語初級

教 科 書 「中国語スタンダード（コミュニケーション編）」，何暁毅 ほか，白帝社， 年

参 考 書 参考書備考：辞書

メッセージ

毎回出席すること。声を出して発声すること。授業外の復習予習は大事。繰り返し練習は上

達の秘訣。

なお，このシラバスはあくまで予定であり，受講者の修得度などを考慮して進度を調整する
ことがある。

キーワード 中国語 初級

開設科目名 単 位 数 担当教官

開 設 期 開 設 時 限 授業区分

対 象 学 生 備 考

授業計画【概要・授業の目標（予定）】

成績評価方法（総合）

成績評価方法（観点別）

関 連 科 目

教 科 書

参 考 書

メッセージ

キーワード


